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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　仕切パネル下部の一側端に設けた側面視が略コ状の切欠き部が天板の長手辺の側縁部を
上下から挟む態様で当該天板の上に載置される仕切パネルを前記天板に固定する固定具で
あって、
　前記固定具は、
　前記仕切パネルにおける切欠き部の前記天板の下面側に位置する下辺部に固定される部
位が、正面視が略Ｔ状をなす固定辺を含む天板用固定部と前記仕切パネルの下辺部用固定
部を有して形成された固定具本体と、
　前記天板用固定部を介して前記固定具本体を前記天板に固定する天板用締緩部材と、
　前記下辺部用固定部を介して前記固定具本体を前記仕切パネルの下辺部に固定する下辺
部用締緩部材と、
　前記固定具本体の高さ方向に延びる保持部を備え、前記天板用締緩部材と前記下辺部用
締緩部材の少なくとも一方の締緩作業を行う工具を着脱可能に保持する工具保持部と、
を備えたことを特徴とする仕切パネル用の固定具。
【請求項２】
　前記工具は、Ｌ型の角レンチであり、
　前記工具保持部は、
　前記角レンチの短辺部が水平方向に挿入される挿入部と、
　前記保持部の上に設けられ、前記短辺部の前記挿入部への挿入方向と反対方向へ移動す



(2) JP 5961365 B2 2016.8.2

10

20

30

40

50

るのを防止して当該角レンチの前記挿入部からの脱落を抑制する脱落抑制部と、
をさらに備え、
　前記保持部は、
　前記挿入部の下方に配置される請求項１に記載の仕切パネル用の固定具。
【請求項３】
　前記脱落抑制部は、水平方向の一方の方向が開口された水平断面がＬ字状に形成され、
この脱落抑制部の前記保持部と対向する脱落抑制片は、保持部との間に前記角レンチの長
辺部が位置されてこの長辺部が接触することで前記角レンチの前記挿入部からの脱落を抑
制するように形成されている請求項２に記載の仕切パネル用の固定具。
【請求項４】
　前記保持部の脱落抑制部より下方には、前記挿入部に前記短辺部を挿入した前記角レン
チが自重により前記長辺部の下方が保持部側に移動して挿入されるレンチ挿入溝が設けら
れている請求項３に記載の仕切パネル用の固定具。
【請求項５】
　前記固定具本体の固定辺に含まれる横向き部位に、前記下辺部を挟むように形成された
一対の天板用固定部と、前記天板用固定部の間に位置され前記コ状の切欠き部の上面に載
る載置部とが設けられ、
　前記天板用固定部に、進退可能に第１締緩部材と第２締緩部材とを下方から縦向きに螺
装し、
　固定具本体におけるＴ状の固定辺に含まれる縦向き部位に、前記天板用固定部から下方
に向けて前記コ状の切欠き部の下辺部を含む位置に配置され前記固定辺に含まれる第１脚
部と第２脚部と、前記第１脚部と前記第２脚部を平面から見て水平断面略コ字状に連結す
る連結部と、が連設され
　前記天板用締緩部材と前記天板の下面との間に、高さ方向にのみ移動可能で前記固定具
本体の上面を覆うように前記固定具本体に載置されるとともに前記固定具本体にガイドさ
れる１枚の当接板が設けられ、
　前記当接板は、前記一対の前記天板用固定部及び前記載置部からなる前記固定具本体の
上面を覆う平板状の当接部と、前記当接部の両側が下方に直角に折り曲げられて前記一対
の前記天板用固定部及び前記載置部の両側面を覆う両側部とからコ字状に形成され、
　前記当接板の前記保持部の側に位置される側部には、高さ方向に延びる工具挿入用切欠
きが設けられ、
　前記固定具本体を前記仕切パネルの下辺部に固定するとともに前記当接板を介して前記
天板に固定したとき、前記工具挿入用切欠きと前記固定具本体の上面とで前記角レンチの
短辺部を挿入し得る前記挿入部が形成されるようにした請求項２～４のいずれか１項に記
載の仕切パネル用の固定具。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、金融機関や公共施設等で使用されるカウンターやデスク等の天板上を仕切る
仕切パネルの端部を天板に固定する仕切パネル用の固定具に係り、特に、固定具を固定す
るための締緩部材の締緩作業を行う工具例えば角レンチを着脱可能に保持することが可能
な固定具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　金融機関や公共施設等では、来訪者と接客者がカウンターやデスク等の天板を挟んで対
面することが行われている。このようなカウンター等の天板では、複数の来訪者が隣り合
ってそれぞれの接客者と対応することも多いが、来訪者相互のプライバシーなどの確保の
ため、天板上に仕切パネルを設置するようにしたものが知られている（例えば、特許文献
１参照。）。仕切パネルの下部の一側端すなわち来訪者側の側端には、天板の長手辺の側
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縁部が挿入される切欠き部が形成されている。この切欠き部に天板の長手辺の側縁部が挿
入された状態でパネルにおける切欠き部の天板の下面側に位置する下辺部を固定具を介し
て天板に固定している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１８２８７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１に記載されている仕切パネルは、仕切パネルの下辺部に固定した
固定具をネジ部材の天板の螺合による締め付けにより天板の下面に固定するが、しかし、
固定具の取り付け・取り外しすなわちネジ部材の締緩作業を工具を用いて行うために、工
具がないと固定具の取り付け・取り外しが行えず、特に、固定具を天板の下面に固定した
後に時間が経つと、工具を収納した箇所がわからなかったり工具をなくしたりすることが
あり、その結果、固定具の取り外し・取り付け作業を短時間では行えなかった。
　本発明が解決しようとする課題は、工具がなくなることがなく取り外し・取り付け作業
を短時間で行うことができる仕切パネル用の固定具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
  前記課題を解決するため、本発明に係る仕切パネル用の固定具は、仕切パネル下部の一
側端に設けた側面視が略コ状の切欠き部が天板の長手辺の側縁部を上下から挟む態様で当
該天板の上に載置される仕切パネルを前記天板に固定する固定具であって、前記固定具は
、前記仕切パネルにおける切欠き部の前記天板の下面側に位置する下辺部に固定される部
位が、正面視が略Ｔ状をなす固定辺を含む天板用固定部と前記仕切パネルの下辺部用固定
部を有して形成された固定具本体と、前記天板用固定部を介して前記固定具本体を前記天
板に固定する天板用締緩部材と、前記下辺部用固定部を介して前記固定具本体を前記仕切
パネルの下辺部に固定する下辺部用締緩部材と、前記固定具本体の高さ方向に延びる保持
部を備え、前記天板用締緩部材と前記下辺部用締緩部材の少なくとも一方の締緩作業を行
う工具を着脱可能に保持する工具保持部と、を備えたことを特徴とする。
 
 
 
【０００６】
　このように、天板用締緩部材及び下辺部用締緩部材の少なくとも一方の締緩作業を行う
工具を着脱可能に保持する工具保持部を備えたことで、固定具を固定した後に時間が経っ
ても、工具を収納した箇所がわからなかったり工具をなくしたりすることがないので、固
定具の取り外し・取り付け作業を短時間で行うことができる。
【０００７】
　この場合において、工具が角レンチであり、工具保持部が、角レンチの短辺部が水平方
向に挿入される挿入部と、固定具本体の挿入部の下方で高さ方向に延びる保持部と、保持
部上に設けられ、短辺部の挿入部への挿入方向と反対方向へ移動するのを防止して当該六
角レンチの挿入部からの脱落を抑制する脱落抑制部とを有する構成にできる。また、脱落
抑制部を、保持部の表面に平行であって水平方向の一方の方向が開口された水平断面がＬ
字状に形成し、この脱落抑制部の保持部の表面と対向する脱落抑制片を、保持部との間に
角レンチの長辺部が位置されてこの長辺部が接触することで前記角レンチの前記挿入部か
らの脱落を抑制するように形成することができる。さらに、保持部の脱落抑制部より下方
に、挿入部に短辺部を挿入した角レンチが自重により長辺部の下方が保持部側に移動して
挿入されるレンチ挿入溝を設けることができる。
【発明の効果】
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【０００８】
　本発明によれば、工具がなくなることがなく固定具の取り外し・取り付け作業を短時間
で行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係る一実施形態の仕切パネル用の固定具により仕切パネルが固定された
状態を示す概略斜視図である。
【図２】本実施形態の仕切パネル用の固定具により仕切パネルが固定された状態を示す概
略斜視図である。
【図３】本実施形態の仕切パネル用の固定具により仕切パネルが固定された状態を示す概
略斜視図である。
【図４】本実施形態の仕切パネル用の固定具の一例を示す図で、（ａ）は背面図、（ｂ）
は側面図である。
【図５】本実施形態の仕切パネル用の固定具に用いられる固定具本体の一例を示す図で、
（ａ）は正面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は背面図、（ｄ）は（ｃ）中のＡ－Ａ線矢視断
面図である。
【図６】本実施形態の仕切パネル用の固定具に用いられる当接板の一例を示す図で、（ａ
）は正面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は側面図である。
【図７】本実施形態の仕切パネル用の固定具により固定される仕切パネルの一例を示す側
面図である。
【図８】本実施形態の仕切パネル用の固定具により固定される仕切パネルの他の例を示す
側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明に係る仕切パネル用の固定具の一実施形態を添付図面に基づいて説明する
。図１～図３に示すように、本実施形態の仕切パネル用の固定具１は、金融機関や公共施
設等で使用されるカウンターやデスク等の天板１０上を仕切る板状の仕切パネル１１を天
板１０に固定するものである。仕切パネル１１は、一方の端部１１ａの下部の一側端に設
けられた側面視略コ状の切欠き部１４に天板１０の長手辺の一側縁部を上下から挟む態様
で当該天板１０上に載置されて天板１０上を仕切るものが好ましく、例えば、図１及び図
７に示すように、来訪者と接客者とが椅子に掛けて対面するローカウンターに用いられる
ものや、図１及び図８に示すように、両者が立姿勢で対面するハイカウンターに用いられ
る仕切パネル１５等がある。なお、本実施形態では、仕切パネル１１として、ローカウン
ターに用いられる仕切パネルを用いて説明するが、これに限定されるものではない。また
、図７中の符号１２は、仕切パネル１１の他方の端部１１ｂを天板１０の上面１０ａ上に
押し付けて固定する固定具２０が係合する係合部を示す。また、図８中の符号１６は天板
を、符号１７は前板を、符号１８はハイカウンターユニットを、符号１９は係合部をそれ
ぞれ示す。
【００１１】
　固定具１は、図２～図５に示すように、仕切パネルにおける切欠き部の天板の下面側に
位置する下辺部に固定される部位が正面視大略Ｔ状をなす固定辺を含む天板用固定部と仕
切パネルの下辺部用固定部を有して形成された固定具本体２と、天板用固定部を介して固
定具本体２を天板１０に固定する天板用締緩部材と、下辺部用固定部を介して固定具本体
２を仕切パネル１１の下辺部１３に固定する下辺部用締緩部材と、天板用締緩部材及び下
辺部用締緩部材の一方又は両方例えば両方の締緩作業を行う工具を着脱可能に保持する工
具保持部９とを備えている。なお、本発明における正面視大略Ｔ状をなす固定辺とは、固
定具本体２を天板１０及び下辺部１３に固定する箇所が正面視大略Ｔ状に形成されている
ことであり、固定具本体２の全体の形状を特定するものではない。固定具本体２の固定辺
が含まれる横向き部位には、下辺部１３を挟むように形成された一対の天板用固定部と、
固定部の間に位置されコ状切欠き部１４の上面に載る載置部２５とが設けられている。ま
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た、固定具本体２の固定辺が含まれる縦向き部位に、一対の天板用固定部から下方に向け
てコ状切欠き部１４の下辺部１３を含む位置に配置され固定辺を含む第１脚部２３と第２
脚部２４と、第１脚部２３と第２脚部２４を平面から見て水平断面略コ字状に連結する連
結部２６とが連設されている。
【００１２】
　載置部２５は、仕切パネル１１における切欠き部１４の天板１０の下面１０ｂ側に位置
する下辺部１３の上面１３ａ（図７参照。）に載置されるものである。載置部２５の両側
には、下辺部１３の表面に対して直交する方向に延びる一対の天板用固定部である第１固
定部２１と第２固定部２２とが一体に設けられている。第１固定部２１、載置部２５及び
第２固定部２２は、細長の扁平の略直方体状に形成されている。第１固定部２１及び第２
固定部２２の基部（載置部２５側の端部）には、下辺部１３の両面に沿って下方に延びる
一対の下辺部用固定部である第１脚部２３と第２脚部２４が一体に設けられている。すな
わち、第１固定部２１と第１脚部２３とが略Ｌ字状に一体に形成され、かつ、第２固定部
２２と第２脚部２４とが略Ｌ字状に一体に形成されている。
【００１３】
　第１脚部２３と第２脚部２４は、第１固定部２１及び第２固定部２２の幅と略同じ幅の
板状であって、間隔をあけて互いに対向するように形成されている。第１脚部２３と第２
脚部２４の間隔は、仕切パネル１１の下辺部１３の厚さより厚い寸法、例えば、少し厚い
寸法で形成されていることが好ましい。第１脚部２３及び第２脚部２４の各外表面（互い
に対向する表面と反対側の表面）の両側部側には、それぞれ表面から突出するリブ２３ａ
、２４ａが設けられている。すなわち、第１脚部２３及び第２脚部２４は、それぞれ水平
断面略凹状に形成されており、第１脚部２３及び第２脚部２４の各強度が高くなるように
なっている。第１脚部２３及び第２脚部２４の高さ方向の長さは、特に限定されないが、
例えば、固定具本体２を下辺部１３に固定したときに、第１脚部２３及び第２脚部２４の
下端の位置が下辺部１３の略中央の位置から下方に位置される寸法で形成されていること
が好ましく、特に、下辺部１３の下端と同じ位置かその近傍に位置される寸法で形成され
ていることが好ましい。
【００１４】
　第１脚部２３及び第２脚部２４の側端部のうち天板１０の長手辺の一側縁部である端部
１０ｃと反対側の側端部は、連結部２６によって連結されている。すなわち、第１脚部２
３、連結部２６及び第２脚部２４は、水平断面略コ字状に一体に形成されており、第１脚
部２３及び第２脚部２４の各強度が高くなるようになっている。また、連結部２６の上端
は、載置部２５に連接されている。これにより、第１固定部２１、第２固定部２２、載置
部２５、第１脚部２３、第２脚部２４及び連結部２６が一体に形成されて、略Ｔ状の固定
具本体２が構成されている。なお、固定具本体２の形状は、略Ｔ状に限定されず、略逆三
角形状、矩形状等その他の形状で形成してもよい。この固定具本体２は、例えば、アルミ
ダイカスト等を用いて成形される。
【００１５】
　第１脚部２３及び第２脚部２４の一方の脚部、例えば、第２脚部２４には、第２脚部２
４から進退する下辺部用締緩部材である第３締緩部材５が横向きに螺装されている。第３
締緩部材５は、第２脚部２４から進出させて先端が下辺部１３の側面に圧接されて下辺部
１３の表面に接触した残りの他方の脚部である第１脚部２３の接触面２７に圧接させて固
定具本体２を下辺部１３に固定するものである。第３締緩部材５としては、特に限定され
ないが、例えば、第２脚部２４のネジ穴２４ｂに螺合するとともに先端が下辺部１３の表
面に当接し、かつ、第２脚部２４に対してＬ型の角レンチ等の工具例えばＬ型の六角レン
チ７により回転させ得る角レンチ穴付螺合部材が用いられる。第３締緩部材５の先端面は
、第３締緩部材５が延びる方向に対して直交する面に平行な平面に形成されていることが
好ましい。第３締緩部材５の個数及び位置は、固定具本体２を下辺部１３に固定すること
ができるならば特に限定されず、複数例えば図示例では２個で、少なくとも１つが第２脚
部２４の下端部寄りに位置されていることが好ましい。
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【００１６】
　天板用締緩部材は、第１固定部２１及び第２固定部２２にそれぞれ突出長さがそれぞれ
個別に調節可能すなわち進退可能に螺装されている第１締緩部材３及び第２締緩部材４で
ある。第１締緩部材３及び第２締緩部材４は、先端を天板１０の下面１０ｂに圧接するこ
とにより、仕切パネル１１のコ状切欠き部１４の上位内面である下面１１ｃを天板１０の
下面１０ｂに圧接させて仕切パネル１１を天板１０に固定するものである。第１締緩部材
３及び第２締緩部材４としては、特に限定されないが、例えば、第１固定部２１の頭部収
容部を有するネジ穴２１ａ及び第２固定部２２の頭部収容部を有するネジ穴２２ａに螺合
するとともに先端が天板１０の下面１０ｂの表面に（本実施形態では当接板６を介して）
当接し、かつ、第１固定部２１及び第２固定部２２に対して工具例えば第３締緩部材５の
締緩作業に用いられるものと同じ六角レンチ７により回転させ得る頭部に角レンチ穴が設
けられた螺合部材がそれぞれ用いられる。第１締緩部材３及び第２締緩部材４の先端面は
、第１締緩部材３及び第２締緩部材４が延びる方向に対して直交する面に平行な平面に形
成されていることが好ましい。第１締緩部材３及び第２締緩部材４の個数は、各第１固定
部２１及び第２固定部２２に対して１つでも複数でもよく、例えば、１つである。第１締
緩部材３及び第２締緩部材４は、例えば、第１固定部２１及び第２固定部２２の先端部寄
りに取り付けられている。
【００１７】
　また、仕切パネル１１の下辺部１３と固定具本体２とは係合手段８によって互いに係合
して固定具本体２の第１脚部２３と第２脚部２４と間から下辺部１３が抜け難くなってい
ることが好ましい。係合手段８は、その構成は特に限定されないが、例えば、係合凸部８
１と係合凹部８２を用いることが好ましい。係合凸部８１は、例えば、載置部２５の下辺
部１３の上面１３ａに接する載置面２５ａに設けられている。係合凸部８１は、断面略台
形状で第１固定部２１及び第２固定部２２の長手方向に延び、かつ、中央より連結部２６
とは反対側の端部寄りの載置面２５ａに形成されている。係合凸部８１と係合する係合凹
部８２は、下辺部１３の上面１３ａであって下辺部１３の上面１３ａに載置部２５を載置
したとき係合凸部８１に対応する位置に設けられている（図７及び図８参照。）。係合凹
部８２は、下辺部１３の厚さ方向全体に設けられている。なお、載置部２５に係合凸部８
１を設けるとともに下辺部１３に係合凹部８２を設けたが、載置部２５に係合凹部を設け
るとともに下辺部１３に係合凸部を設けるようにしてもよい。
【００１８】
　第１締緩部材３及び第２締緩部材４と天板１０の下面１０ｂとの間には、例えば、鋼板
等を折り曲げて形成された１枚の当接板６が設けられていることが好ましい。当接板６は
、図４及び図６に示すように、第１固定部２１、第２固定部２２及び載置部２５からなる
固定具本体２の水平な上面２ａの細長の矩形状と略同じ矩形平板状の当接部６１と、当接
部６１の両側（第１固定部２１及び第２固定部２２の長手方向に平行な端部）が下方に直
角に折り曲げられてなる両側部６２とからコ字状に形成されている。両側部６２の長手方
向の長さは、第１固定部２１、第２固定部２２及び載置部２５の長手方向の長さより短い
寸法で形成されている。両側部６２の高さ方向の長さは、第１固定部２１及び第２固定部
２２の高さ方向の長さより長い寸法で形成されている。
【００１９】
　これにより、当接板６の当接部６１で固定具本体２の上面２ａを覆うとともに当接板６
の両側部６２で第１固定部２１、第２固定部２２及び載置部２５の両側部を覆うようにな
っている。また、第１固定部２１及び第２固定部２２の両側部の先端部近傍には、当接板
６を高さ方向にのみ移動可能にガイドするガイド部２９がそれぞれ突出して設けられてい
る。また、当接板６の固定具本体２の連結部２６と反対側の側部（第１側部）６２には、
当接板６を固定具本体２の上面を覆うように固定具本体２に載置したとき、第１脚部２３
、第２脚部２４及び載置部２５によって形成される空間に対応したすなわち第１脚部２３
と第２脚部２４との間に下辺部１３を挿入するときに当接板６の側部６２が邪魔にならな
いようにするために矩形状のパネル用切欠き６３が設けられている。
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【００２０】
　固定具本体２の載置部２５の厚さ（高さ方向の長さ）は、固定具本体２を仕切パネル１
１の下辺部１３に固定するとともに第１締緩部材３及び第２締緩部材４の押し付け力によ
り固定具本体２を当接板６を介して天板１０に固定したとき、当接板６と固定具本体２の
水平な上面２ａとの間に後述する挿入部９１が形成されて六角レンチ７を挿入し得る長さ
以上の隙間があくような寸法で形成されていることが好ましい。また、当接部６１の上面
に摩擦係数が大きい滑り止め部材６５を設けてもよく、これにより、固定具１の天板１０
への固定を当接板６が天板１０に対してずれることなく確実に行えるようになっている。
【００２１】
　工具保持部９は、図２、図４及び図５に示すように、例えば、第１締緩部材３、第２締
緩部材４及び第３締緩部材５を固定具本体２に対して回転させるための工具であるＬ型の
六角レンチ７を着脱可能に保持するものである。工具保持部９は、例えば、六角レンチ７
を着脱可能に保持することができればその構造は特に限定されないが、六角レンチ７の短
辺部７ａが挿入される挿入部９１と、固定具本体２の挿入部９１の下方で高さ方向に延び
る保持部９３と、保持部９３上に設けられ、短辺部７ａの挿入部９１への挿入方向と反対
方向へ移動するのを防止して六角レンチ７の挿入部９１からの脱落を抑制する脱落抑制部
９２とを有している。
【００２２】
　挿入部９１は、固定具本体２に設けてもよいが、固定具本体２の上面２ａと当接板６と
で形成するようにしてもよい。すなわち、当接板６の第２側部（第１側部とは反対側の側
部）６２には、当接板６を固定具本体２の上面２ａを覆うように固定具本体２に載置した
とき、後述する保持部９３が挿入される矩形状の保持部用切欠き６４が設けられている。
保持部用切欠き６４の中央部には、六角レンチ７の幅より若干長い幅を有する挿入部９１
を形成するためのレンチ挿入用切欠き９４が高さ方向に延びて設けられている。これによ
り、固定具本体２を仕切パネル１１の下辺部１３に固定するとともに第１締緩部材３の押
し付け力により固定具本体２を当接板６を介して天板１０に固定したとき、固定具本体２
の上面２ａと当接板６のレンチ挿入用切欠き９４とで挿入部９１が形成されるようになっ
ている。なお、挿入部９１を形成する固定具本体２の上面２ａが水平であるが、この上面
２ａに凹部を形成して六角レンチ７の短辺部７ａが着座するようにしてもよい。
【００２３】
　保持部９３は、挿入部９１の下方であって固定具本体２の連結部２６の外表面及び載置
部２５の表面（連結部２６の外表面に連なる表面）から突出して形成されている。保持部
９３は、連結部２６の外表面の幅方向の中央に位置され、かつ、固定具本体２の上方近傍
から連結部２６の下端までの位置に例えば六角レンチ７の幅の約３倍の幅を有して形成さ
れている。この保持部９３上で例えば挿入部９１の近傍に脱落抑制部９２が設けられてい
る。
【００２４】
　脱落抑制部９２は、例えば、一方の固定部例えば第２固定部２２側が開口した水平断面
Ｌ字状に形成されている。保持部９３の表面と対向する脱落抑制部９２の脱落抑制片９２
ａは、挿入部９１の下方の一部を覆うように形成されている。すなわち、短辺部７ａが挿
入部９１に挿入された六角レンチ７の長辺部７ｂが自重で下方に垂下したときに、脱落抑
制片９２ａと保持部９３の表面との間に六角レンチ７の長辺部７ｂが位置されるように脱
落抑制部９２が形成されている。脱落抑制片９２ａは、保持部９３の表面との間隔が六角
レンチ７の幅より長い寸法例えば若干長い寸法をあけて形成されている。これにより、短
辺部７ａが挿入部９１に挿入された六角レンチ７は、短辺部７ａが挿入部９１から抜ける
方向に移動したときに、長辺部７ｂが脱落抑制片９２ａの内表面に当接して六角レンチ７
（短辺部７ａ）が挿入部９１から脱落するのが抑制されるようになっている。
【００２５】
　脱落抑制部９２の基片９２ｂの内表面は、六角レンチ７の２辺が着座するような中央が
凹んだ断面屈曲状に形成されていることが好ましい。また、保持部９３の脱落抑制部９２
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より下方の中央には、六角レンチ７の幅より若干大きな幅のレンチ挿入溝９５が脱落抑制
部９２の下端まで設けられている。これにより、挿入部９１に短辺部７ａを挿入しかつ長
辺部７ｂを脱落抑制部９２内に位置させた六角レンチ７が自重により長辺部７ｂの下方が
保持部９３の表面側に移動（傾斜）してレンチ挿入溝９５に挿入されるようになっている
（図２参照。）。
【００２６】
　さて、この本実施形態の仕切パネル用の固定具１の作用を説明する。この固定具１を用
いて仕切パネル１１の一方の端部１１ａを天板１０に固定するには、まず、固定具本体２
の第１脚部２３と第２脚部２４との間に仕切パネル１１の下辺部１３の先端部が挿入され
るように固定具本体２を移動させ、下辺部１３の先端面を連結部２６の内表面に接触又は
近接させた状態で載置部２５を下辺部１３の上面１３ａに載置する。この状態のまま、六
角レンチ７により第３締緩部材５を第２脚部２４に対して回転させて第２脚部２４から進
出させ、第３締緩部材５の先端を下辺部１３の表面に圧接させて下辺部１３を第１脚部２
３に押し付ける。その結果、固定具本体２が下辺部１３に固定される。
【００２７】
　次に、下辺部１３に固定した固定具本体２の上方に当接板６を被せ、この当接板６と仕
切パネル１１の下面１１ｃとの間（切欠き１４）に天板１０が挿入されるように仕切パネ
ル１１を移動させつつこの仕切パネル１１の位置を所望の位置に位置決めする。仕切パネ
ル１１の位置決め後、六角レンチ７により第１締緩部材３及び第２締緩部材４をそれぞれ
個別に第１固定部２１及び第２固定部２２に対して回転させて第１固定部２１及び第２固
定部２２から進出させ、第１締緩部材３及び第２締緩部材４の先端で当接板６を押し上げ
て当接板６を天板１０の下面１０ｂに圧接させる。その結果、仕切パネル１１のコ状切欠
き部の上位内面である下面１１ｃが天板１０の下面１０ｂに圧接されて、固定具本体２が
天板１０に固定される。
【００２８】
　これにより、仕切パネル１１が天板１０の所望の位置に固定される。固定具１によって
仕切パネル１１の一方の端部１１ａを天板１０に固定した後に、六角レンチ７の短辺部７
ａを、固定具本体２の水平な上面２ａと当接板６のレンチ挿入用切欠き９４とで形成され
た挿入部９１に挿入する。このとき、長辺部７ｂを脱落抑制部９２が開口された側の第１
固定部２１と平行すなわち略水平にした状態にすることで、脱落抑制部９２が邪魔になる
ことなく短辺部７ａを挿入部９１に挿入することができる。挿入後、六角レンチ７を短辺
部７ａの軸を中心に回転させて脱落抑制部９２の脱落抑制片９２ａと保持部９３の表面と
の間に長辺部７ｂを位置させる。これにより、六角レンチ７の短辺部７ａが挿入部９１か
ら抜け落ちようとすると長辺部７ｂが脱落抑制部９２の脱落抑制片９２ａに当接するので
、六角レンチ７が工具保持部９に保持される。その結果、六角レンチ７の固定具１への取
り付け（保持）を容易に行える。また、固定具１から六角レンチ７を取り外すには、取り
付ける動作と反対の動作を行うことで容易に六角レンチ７を取り外すことができる。
【００２９】
　したがって、本実施形態の仕切パネル用の固定具１は、工具保持部９を備えたので、固
定具１を固定した後に時間が経っても、六角レンチ７を収納した箇所がわからなかったり
六角レンチ７をなくしたりすることがないので、固定具１の取り外し・取り付け作業を短
時間で行うことができる。
【００３０】
　保持部９３の脱落抑制部９２より下方の中央にレンチ挿入溝９５が設けられていること
で、挿入部９１に六角レンチ７の短辺部７ａを挿入しかつ長辺部７ｂを脱落抑制部９２内
に位置させると、この六角レンチ７の長辺部７ｂの下方が自重により保持部９３の表面側
に移動（傾斜）してレンチ挿入溝９５に挿入されるので、六角レンチ７の横振れを抑制す
ることができ、六角レンチ７の工具保持部９への保持を確実に行える。
【００３１】
　工具保持部９が、六角レンチ７の短辺部７ａが挿入される挿入部９１と、固定具本体２
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の挿入部９１の下方で高さ方向に延びる保持部９３と、保持部９３上に設けられ、短辺部
７ａの挿入部９１への挿入方向と反対方向へ移動するのを防止して六角レンチ７の挿入部
９１からの脱落を抑制する脱落抑制部９２とを有することで、簡単な構造で工具保持部９
を形成することができる。また、脱落抑制部９２が、水平方向の一方の方向が開口された
水平断面がＬ字状に形成され、かつ、脱落抑制部９２の保持部９３と対向する脱落抑制片
９２ａの保持部との間隔が六角レンチ７の幅より若干長い寸法で形成されていることで、
簡単な構造で六角レンチ７（短辺部７ａ）が挿入部９１から脱落するのを確実に抑制する
ことができる。
【００３２】
　仕切パネル１１の一方の端部１１ａに第１固定部２１及び第２固定部２２の長手方向へ
力が作用すると、この力は、第１脚部２３と第１固定部２１、及び第２脚部と第２固定部
２２とがそれぞれ略Ｌ字状に一体に形成されているから、第１脚部２３から第１固定部２
１を介して第１締緩部材３に伝わるか、又は、第２脚部２４から第２固定部２２を介して
第２締緩部材４に伝わり第１締緩部材３又は第２締緩部材４の先端の当接板６を介する天
板１０の下面１０ｂへの押し付け力となるので、仕切パネル１１の一方の端部が横振れす
ることが抑制される。
【００３３】
　固定具本体２の天板１０への固定は、第１締緩部材３及び第２締緩部材４を第１固定部
２１及び第２固定部２２から突出させて先端を当接板６を介して天板１０の下面１０ｂに
当接させることによって行われるので、同じ厚さの天板１０だけでなく、仕切パネル１１
の下面１１ｃと第１締緩部材３及び第２締緩部材４との間に位置させられ、かつ、第１締
緩部材３及び第２締緩部材４を突出させて固定具本体２の天板１０への固定を行える厚さ
であれば異なる厚さの天板１０に固定具１を固定することができ、汎用性に富んだものと
なる。
【００３４】
　載置部２５の載置面２５ａに係合凸部８１が設けられているとともに、下辺部１３の上
面１３ａに係合凸部８１に係合する係合凹部８２が設けられていることで、固定具１の第
１脚部２３と第２脚部２４との間から下辺部１３が抜け難くなっているので、固定具１の
仕切パネル１１の下辺部１３への固定を確実に行える。さらに、係合凸部８１が設けられ
ている載置部２５は、係合凹部８２が設けられている下辺部１３の上面１３ａに第３締緩
部材５によって押し下げられるので、一層固定具１の第１脚部２３と第２脚部２４との間
から下辺部１３が抜け難くなる。
【符号の説明】
【００３５】
　１　固定具
　２　固定具本体
　３　第１締緩部材
　４　第２締緩部材
　５　第３締緩部材
　６　当接板
　７　六角レンチ
　７ａ　短辺部
　７ｂ　長辺部
　９　工具保持部
　１０　天板
　１１　仕切パネル
　１３　下辺部
　１４　切欠き
　２１　第１固定部
　２２　第２固定部
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　２３　第１脚部
　２４　第２脚部
　２５　載置部
　２６　連結部
　９１　挿入部
　９２　脱落抑制部
　９２ａ　脱落抑制片
　９４　レンチ挿入用切欠き
　９５　レンチ挿入溝

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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